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本稿は『パララトン』第７章から第18章までの翻訳である｡『パララトン』
第１章を「ケン・アンロク伝」とした本誌前前号，第２章から第６章を「シ
ンガサリ諸王伝」とした本誌前号に続くものであり，本号をもって『パララ
トン』の翻訳は完結する。
「マジャパヒト諸王伝」のタイトルは原著にはなく，訳者によるものであ
る。ここではマジャパヒト朝の成立時からその末期の1481年までを扱ってい
る｡『パララトン』は歴史物語というジャンルに属する作品であるが，マジ
ャパヒト時代についてはしばしば物語の態をなさず，略年表風である。
段落はブランデスに従わず，訳者の判断で物語の筋に従って読みやすいよ
うに変更した場合がある。
マジャパヒト王室の系譜は現在一般に次のように再構成される（池端雪浦
編『東南アジア史Ⅱ島嶼部』山川出版社1999年，付録58頁)。初代クルタラ
ージャサは本稿冒頭（第７章）および前稿末尾（第６章）のラデン・ウィジ
ャヤである。
日本語による参考文献ではすでに挙げたもののほか，青山亨の一連の研究
が重要である。本稿第12章の内戦が領域的に分割された東国と西国の間のも
のではなく，王都マジャパヒトに存在した東西二つの王宮の間の戦いである
ことは青山亨「14世紀末における『ジャワ東西分割』の再解釈」(『東南アジ
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ア 歴史と文化』21号（1992年)，6587頁）で示されている。この論文はま
た両王宮の間の機能分担についても検討している｡『パララトン』では王族
の間の親族関係がしばしば語られるが，両王宮の親族関係の特徴とその意味
については青山亨「アルジュナウィジャヤからスタソーマへ」(『東洋学報』
77巻１・２号（1995年)，１33頁）がある。同じく青山の「古代ジャワ社会
における自己と他者」(辛島昇・高山博編『地域のイメージ』山川出版社
1997年，94137頁）もジャワ人の自己認識，自画像のありようというテーマ
によってマジャパヒト時代の文学と社会を論じている。
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それからシャカ1216年ラデン・ウィジャヤ Raden Wijaya は王（プラブ
prabhu）になった。
のちに彼はラデン・ダラ・プタク Raden Dara petakにより息子を得た。
そのクシャトリヤ ksatriya名はラデン・カラ・グムト Raden Kala gemetで
ある。タタル Tatar人を陥れようとしたバターラ・シワブッダ Bhatara Siwa-
buddhaの二人の王女を，彼はともに妃にした。姉はカフリパン Kahuripan
に住み，妹はダハDaha に住んだ。
ラデン・ウィジャヤは王としてはシュリー・クルタラージャサと称した。
その治世は□年続いた。□□□□。死後アンタプラ Antapuraに葬られた。
彼はシャカ1257〔1231の誤〕年に死んだ。
彼の王位はラデン・カラ・グムトがバターラ・ジャヤナガラ Bhatara Jaya-
nagaraの名で継いだ。
シュリー・シワブッダ Sri Siwabuddhaはトゥマプルに葬られ，その免税
聖地はプールワパタパン Purwapatapanの名を与えられた。この免税聖地の
定立とランガ・ラウェ Rangga laweの蜂起の間に十七年がすぎた。
ランガ・ラウェはパティに任命されるのを強く願ったが，その願いはかな
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ラデン・ウィジャヤ（第７章）
即位名クルタラージャサ Kertarajasa
シャカ121612......（1231）年〔AD 12941309〕
カラ・グムト（第８章）
即位名ジャヤナガラ Jayanagara
シャカ1217（1231)1250〔AD 1295〔1309の誤]1328〕
わず，そのためトゥバン Tubanに行き，大勢の仲間を率いて蜂起した。ラ
ンガ・ラウェは北山のトゥバン人たちと結び，彼らはランガ・ラウェに従っ
た。彼に従った者の名前はパンジ・マラジャヤ Panji Marajaya，ジャラン・
ワハ Jaran waha，アルヤ・シッディ Arya Siddhi，リンタン Lintang，トサン
Tosan，ガラティク Galatikそしてタティ Tatiであった。彼らはランガ・ラ
ウェとともに蜂起した。
彼がマジャパヒトを去ったのは，高い位への野心の故だった。マハーパテ
ィ Mahapatiは彼を疑惑の的にするのに成功した。そのために「それ以上語
るなかれ，パールタヤジュニャー Parthayajnaにも臆病者のための場所はあ
る」というランガ・ラウェの言葉を利用した。マジャパヒトの人々はランガ
・ラウェが蜂起したと聞き，マハーパティは彼を糾弾した。アジ・ジャヤナ
ガラは大いに困惑した。ランガ・ラウェとともに蜂起した者は，マハーパテ
ィに命じられて離反したガラティクを除いて，すべて死んだ。ランガ・ラウ
ェの蜂起はシャカ1217〔1231＝AD 1309の誤〕年に起こった。
ウィーララージャ Wiraraja はラマジャン・ティガン・ジュル Lamajang
tigang juruに引き籠もる許しを願い出た。実際，ラデン・ウィジャヤはジャ
ワを彼と分けると約束していた。彼はラマジャン地方を，南北とも得た。ま
た三つのジュル juruも得た。ウィーララージャは長い間それを享受した。
ナンビ Nambiはマジャパヒトのアパティ apatiにとどまった。ソラ Sora
はドゥムン demung，ティパル Tiparはトゥムングン tumenggungだった。
当時は，トゥムングンはドゥムンより下位だった。ウィーララージャは二度
とマジャパヒトに戻らず，通例のように第八月に謁見に参上するつもりはな
かった。
ランガ・ラウェの蜂起の三年後，ソラの事件が起きた。マハーパティはソ
ラを告発した。彼はクボ・アナブラン Kebo anabrangによって1222年〔1233
＝AD 1311の誤〕に討たれた。
ナンビもマハーパティの疑惑工作の対象にされたが，彼に敵対心を抱くと
明るみに出すようなことはなかった。ナンビは好機をとらえて，病床にある
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父ウィーララージャを見舞うためのいとまを乞い，シュリー・ジャヤナガラ
はこれを認めたが長期には許さなかった。しかしナンビは戻ってこなかった。
彼はルンバ Lembahにとどまり，そこにクタ kuta〔防塁〕を作り，軍隊を編
成した。そしてウィーララージャは死んだ。アジ・ジャヤナガラはその時王
（プラブ）になって二年だった。
ルンゲ Lunggeで山崩れ，シャカ1233年〔AD 1311]。
ついでソラの事件の二年後，ジュル・ドゥマン juru demangの事件。
ジュル・ドゥマンの死はシャカ1235年〔AD 1313〕に起こった。
ついでガジャ・ビル Gajah biruの事件，シャカ1236年〔AD 1314]。
つづいてマンダナ Mandanaにおける事件。アジ・ジャヤナガラは，第二
月にマンダナの者共を平定するために自ら出陣した。
つづいて彼は，ナンビを憂いなきものにするため，東に向かった。人々は
ナンビに，ジュル・ドゥマン，パティ・ウンバン patih emban，トゥムング
ン・ジャラン・ルジョン tumenggung Jaran lejongそしてマントリ・パラク
ラマ mantri Parakrama，皆すでに非業の死を遂げたと言った。ナンビは言っ
た「サマラ Samara，ドゥルパナ Derpana，トゥグ Teguh，ジャラン・バン
カル Jaran bangkal伯父，ウィロト Wirot，ウィンダン Windanそしてジャン
クン Jangkung，もし西と比べるなら，東の者共は引けをとらない。敗れて
も再び立ち直る。西の動脈は誰か。ジャブン・テレウェス Jabung terewes，
ルンブ・プトゥン Lembu peteng，イカリカラン・バン Ikalikalan bang。いか
にも，しかしわしはこうした者が一万人，わしの前後にいたとしても，恐れ
はせぬ。蹴散らしてくれよう。わしはブバト Bubatのように闘おう」
マジャパヒトの軍勢が来た。ナンビは南に引いた。ガンディン Gandingは
破壊された。プラシャースティ prasasti〔勅令〕は撤回された。ナンビは厳
しく追跡された。アルヤ・ナンビを先頭に，ドゥルパナ，サマラ，ウィロト，
マデMade，ウィンダン，ジャンクンそしてトゥグが闘った。マジャパヒト
勢は敗走し，立て直すことができなかった。ジャブン・テレウェス，ルンブ
・プトゥン，イカリカラン・バンはナンビと戦った。
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ナンビは戦死し，従う者はすべて戦いに倒れた。ラブト・ブハヤ・アバン
Rabut buhaya abangは破壊された。東の軍勢は壊滅し，ラマジャンはシャカ
1238年〔AD 1316〕に再びマジャパヒトの手中に落ちた。
ワガルWagalの事件はマンダナのそれと同じ時であった。
前者が起こって三年後に，ラスム Lasemにおいてそれが起こった。スミ
Semiが野生のカポク kapok樹の下で死んだ，シャカ1240年〔AD 1318]。
つぎに，クティ Kutiの事件がおこった。王のダルマプトラ dharmaputra
たち，なにがしかの特権を与えられたパンガラサン pangalasan〔王の側近，
使者〕たちが七人いた。クティ，スミ，パンシャ Pangsa，ウドゥンWedeng，
ユユ Yuyu，タンチャ Tanca，バニャク Banak。クティとスミは，マハーパ
ティの虚偽の告発によって排除された。それによって，マハーパティが陰謀
を行ったことが明るみに出た。彼は捕らえられ，野豚 celengのごとく殺さ
れた。彼は嘘の告発による不和離間に罪ありとされた。
クティがまだ死んでいなかったとき，王はバダンドゥル Badanderに行こ
うとした。王は人に知られることなく夜行した。王が抜け出したときちょう
ど警備に当たっていたバヤンカラ Bhayangkaraたちだけが同行した。15人だ
った。ガジャ・マダ Gajah madaはそのときバヤンカラにおいてブクル bekel
〔長〕だった。ちょうど当番だったので，去り行く王に同行した。バダンド
ゥルにいてしばらくたったとき，パンガラサンの一人が帰る許可を求めたの
に対して，ガジャ・マダは，十分な従者がいなかったので，それを許さなか
った。しかし男は逆らった。ガジャ・マダは男を刺し殺した。さもなくば，
アバターラ abhatara〔王〕がバダンドゥルのブユト buyut〔村長〕の家にい
ると人の口に上ることもあろうし，その結果クティがそのことを知るかもし
れぬと思ったからである。
一パサル pasar週〔五日〕の後，ガジャ・マダはマジャパヒトに行く許し
を求めた。マジャパヒトでアマンチャナガラ amancanagaraが彼に，バター
ラはどこにいるか尋ねた。彼は，バターラはクティの仲間たちに殺されたと
答えた。それを聞いた者は皆，嘆き悲しんだ。そこでガジャ・マダは言った
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「落ち着きたまえ。貴公らはクティを主に戴きたくないということか｣。尋
ねかけられた人々は答えた「貴公はどういうつもりか。奴はやはり我々の主
人ではない｣。そこでガジャ・マダはついに，アバターラがバダンドゥルに
いることをしゃべった。それからガジャ・マダはマントリたちに護衛を依頼
し，彼らはクティを殺すと約束した。クティは殺された。アバターラはバダ
ンドゥルから戻り，ブユトは後に残り，その名は長く知られた。
バターラが戻ってから，ガジャ・マダはバヤンカラのブクルの職を解かれ，
二ヶ月パラパ palapaを食べ，ついでカフリパンのアパティに任じられ，そ
れを二年勤めた。そしてダハのパティのアルヤ・ティラム Arya Tilamが死
ぬと，その後任に任命された。この時アルヤ・タダ Arya Tadahがパティ・
アマンクブミ patih amangkubhumiだった。彼はガジャ・マダがダハのパテ
ィになるのを支援した。
アジ・ジャヤナガラには二人の異母姉妹がいた。自分が二人と結婚したか
ったので，二人が他人と結婚するのを望まなかった。そのためクシャトリヤ
たちはマジャパヒトを避けた。そこで姿を見られた者は，二人のうちのどち
らかが欲しいのかもしれないというので，殺された。クシャトリヤたちは身
を隠した。
タンチャ Tancaの妻が，王が自分に手を着けたという噂を振りまいた。
タンチャはガジャ・マダによって審判にかけられた。たまたまジャヤナガラ
はブブ bubuh〔腫瘍〕があり，外出を控えざるをえなかった。タンチャは王
の寝床でそれを切るよう命令された。彼はそれを一，二度切ったが，成功し
なかった。彼は王にクミタン kemitan〔護符〕を外すよう求めた。王はそれ
をベッドの横においた。タンチャはもう一度切り，うまくいったが，同時に
彼は王を刺し通したため，王はベッドで死んだ。タンチャは間髪をいれずガ
ジャ・マダに殺された。クティの事件とタンチャの出来事の間に九年あり，
シャカ1250年〔AD 1328〕であった。
アジ・ジャヤナガラはカポポンガン Kapoponganに葬られた。それはシュ
リンガプラ Srnggapuraの名を与えられ，アンタウラン Antawulanにある。
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その後クシャトリヤたちは再びマジャパヒトに現れた。ラデン・チャクラ
ダラ Raden Cakradharaが，ブレン・カフリパン Bhreng Kahuripanのスワヤ
ンバラ swayambaraにおいて選ばれ，その夫になった。ラデン・クダ・ムル
タ Raden Kuda mertaがブレン・ダハ Bhreng Dahaと結婚した。ラデン・ク
ダ・ムルタはウンクル Wengkerに居し，パモタンのブレン・パラミシュワ
ラ Bhreng Paramiswaraと同じであり，シュリー・ウィジャヤラージャサ Sri
Wijayarajasaともいう。ラデン・チャクラダラの王子の一人シュリー・クル
タワルダナ Sri Kertawardhanaはトゥマプルに居した。
シャカ1250年，女性のブレン・カフリパンが王（プラブ）になった。
彼女には三人の子があった。バターラ・プラブ Bhatara prabhu，またシュ
リー・ハヤム・ウルク Sri Hayam Wurukともラデン・テテプ Raden Tetep
ともいう。彼の別名は，ワヤン wayangを演じる時はダラン・トリタラジュ
dalang Tritaraju といい，女性を演じるときはパグル・アンティムン Pager
antimunといい，道化ワヤンではガガク・カタワン Gagak katawangといい，
シワ教徒としてはムプ・ジャネーシュワラ Mpu Janeswaraといい，王とし
ては即位の際にはシュリー・ラージャサナガラ Sri Rajasanagaraだが，王と
してブラ・サン・ヒャン・ウカシン・スカ Bhre sang hyang Wekasing sukha
ともいう。
次に王女がいた。ブレン・マタフン Bhreng Matahunと称したラデン・ラ
ラン Raden Larangと結婚した。子供はなかった。
末子はブレン・パジャン Bhreng Pajang で，ラデン・スマナ Raden
Sumana と結婚した。ラデン・スマナは別名ブレン・パグハン Bhreng
Paguhan といい，サジャブン Sajabung に葬られたブラ・グンダル Bhra
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ブレン・カフリパン（第９章）
シャカ12501272年〔AD 13281350〕
Gundal の妻ブレン・カフリパンの甥である。サジャブンはダルマ dharma
〔聖所〕としてはバジラジナーパリミタプラ Bajrajinaparimitapuraといった。
その後サデン Sadengで事件があった。パティ・アマンクブミの〔アルヤ
・〕タダが病気で，謁見に欠席しがちであった。彼は陛下にマンクブミを辞
することを願い出たが，認められなかった。そこで家に帰るとガジャ・マダ
を呼び，二人はプンダパ pendapaで話し合った。彼はガジャ・マダにマジャ
パヒトのパティになるよう命じたが，まだマンクブミではなかった｡「あな
たに困ったことがおこっても，私はいつもあなたを支持します」と言った。
ガジャ・マダは言った「わたしは今はまだパティになりたくありません。サ
デンから帰ってきたら，なりましょう。不運に見舞われることを免れたなら，
私はそうすることができるでしょう｣。｢よろしい，息子よ，あなたの尽力な
さること，あるいはあなたに困ったことは何でも支持します｣。アルヤ・タ
ダの約束を聞いて，ガジャ・マダの闘志は回復した。それから彼はサデンに
出発した。
マントリ・アララマン araramanたちに，またアパティ・アマンクブミに
も，クンバル Kembarが先にサデンを包囲したと聞かされた。アマンクブミ
は怒り，マントリ・ジャバ jabaたちを派遣した。おのおの五人を従える五
人のブクルがそこに行った。彼らはクンバルが森の中で，馬に乗るみたいに
倒木に腰掛けているのを見出した。クンバルは，自分を従わせるよう命令を
受けてきた者たちに向かって鞭を鳴らした。マントリたちとカキ・グスティ
kaki gustiたるアパティ・アマンクブミはクンバルに，彼が先にサデンの者
たちを包囲したので，戻るように命令を与えた。クンバルが一人の顔を殴ろ
うとしたが，その者は木の後ろに逃れた。クンバルは言った「わしは従わな
い，お前たちの主人に服従するくらいなら戦うぞ｣。そこで彼らはそこを去
り，クンバルが言ったことを報告した。
ガジャ・マダは黙った。支持されていたからであり，サデンの者たちはす
でに包囲されたからである。
トゥハン・ウルジュ Tuhan Wurujuはパムルカハン Pamelekahanのデーワ
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・プトラ dewa-putraであった。彼が鞭をならすと，その音は轟きわたり，
マジャパヒトの人々は恐れおののいた。
まもなく陛下みずからサデンの征服に来られた。タンチャの事件の三年後，
1253年〔AD 1331〕にサデンのそれが生じた。
ついで地崩れ，バニュピンダ Banupindahのそれが1256年〔AD 1334〕に
あった。
サデンから帰って，クンバルはマントリ・アララマンたちのブクルになり，
ガジャ・マダはアンガベヒ angabehiになった。ジャラン・バヤ Jaran bhaya，
ジャル Jalu，ドゥマン・ブチャン demang Bucang，ガガク・ミンゲ Gagak
minge，ジュナル Jenarそしてアルヤ・ラフ Arya Rahuはみな職を得た。ル
ンブ・プトゥンはトゥムングンになった。
アパティ・アマンクブミであるガジャ・マダはパラパを食べるのを欲しな
かった｡「ヌサンタラ nusantara（群島）が征服されたなら，グルン Gurun，
セラン Seran，タンジュン・プラ Tanjung pura，ハル Haru，パハン Pahang，
ドンポ Dompo，バリ Bali，スンダ Sunda，パレンバン Palembang，そしてト
ゥマシク Tumasikが征服されたなら，パラパを食べよう｣。彼がこれを言っ
た時マントリたちは皆パセバン paseban〔謁見場〕に座っていた。クンバル
はガジャ・マダの成功に不信を表明して罵倒した。バニャクも同じく不信を
表明して彼を罵った。ジャブン・テレウェスとルンブ・プトゥンは笑った。
ガジャ・マダはパセバンを後にすると，それをコリパン Koripanのバターラ
に語った。彼は，アルヤ・タダにこのように罵られたことが悲しかった。ク
ンバルはすでに多くの罪をおかした。ワラク Warakは退けられ，クンバル
も同じく退けられた。
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つぎにブバト Budatにおけるスンダ Sunda人とのできごとがあった。国
王（プラブ）陛下はスンダの王女を希望された。スンダ人を招くためにパテ
ィ・マドゥ Pati Maduが派遣された。スンダ人は結婚を承諾した。スンダの
王（ラトゥ ratu）マハーラージャ Maharajaは自らマジャパヒトに来たが，
王女を差し出そうとしなかった。いずれにせよ，スンダ人は盛大な式典を欲
した。マジャパヒトのパティは，王女はいわば貢ぎ物なので，王が彼女と結
婚するのを欲しなかった。スンダ人はそれを承諾しなかった。
そこでガジャ・マダは，彼らがどのように振る舞ったかを語った。ウンク
ルのブラ・パラメーシュワラ Bhra Parameswaraが引き取って言った「親愛
なる王よ，心配されるな，私が矢面に立ちましょう｣。次に，マジャパヒト
の人々はスンダ人たちを包囲する計画を練った。
スンダ人たちは王女を与えようとしたが，メナク menakたちがこれに同
意せず，流血の事態に至るとも，頭を下げるくらいなら，ブバトで死のうと
言った。メナクたちの誓いは大いに闘争心を高め，スンダ人の首長たちは戦
いを欲した。ララン・アグン Larang agung，トゥハン・ソハン Tuhan Sohan，
トゥハン・グンポン Tuhan Gempong，パンジ・ムロン Panji Melong，トボ
ン・バラン Tobong barangの者共，ランガ・チャホト Rangga cahot，トゥハ
ン・ウスス Tuhan Usus，トゥハン・ソハン，ウラン・パンウル Urang pang-
ulu，ウラン・サヤ Urang saya，ランガ・カウェニ Rangga kaweni，ウラン・
シリン Urang siring，サトラジャリ Satrajali，ジャガトサヤ Jagatsaya，すべ
てのスンダ人が鬨の声をあげた。レヨン reyong〔楽器の名〕の響きに増幅
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ハヤム・ウルク（第10章）
即位名ラージャサナガラ Rajasanagaraまたサン・ヒャン・ウカシン・
スカ Sang hyang Wekasing sukha
シャカ12721311年〔AD 13501389〕
されて，鬨の声は地響きの如くであった。
王マハーラージャがまず死んだ。彼はトゥハン・ウススとともに死んだ。
ブラ・パラメーシュワラは，そこにまだ大勢のスンダ人がいるとは知らずに，
また主だったメナクたちが闘っているとは知らずに，ブバトに行った。スン
ダ人たちは南のほうに動いていて，マジャパヒト側が敗退していた。しかし
攻撃は撃退され，部隊はアルヤ・スントン Arya Sentong，パティ・ゴウィ
pati Gowi，パティ・マルガ・ルウィ pati Marga lewih，パティ・トゥトゥグ
patih Teteg，ジャラン・バヤによって立て直された。マントリ・アララマン
たちは馬上で戦い，スンダ人が敗れ，彼らはなおもちょうどガジャ・マダの
いる南西方向に戦った。しかしガジャ・マダの車の前に来たスンダ人はすべ
て死んだ。戦場はまるで血の海で，死体の山ができ，スンダ人は一人の例外
もなく皆殺された。シャカ1279年〔AD 1357〕のことである。
ドンポへの遠征はスンダ人との戦いと同時であった。その後ガジャ・マダ
は再びパラパを用いた。彼は十一年間アマンクブミだった。
スンダの王女の死後，王（プラブ）はブラ・パラメーシュワラの娘パドゥ
カ・ショーリ Paduka Soriと結婚し，この結婚から娘，ブレ・ラスム Bhre
Lasem美女姫が生まれた。王はスリル selir（ラビハジ rabihaji）[側室〕によ
り息子，ブレ・ウィーラブーミ Bhre Wirabhumiを得，この王子はブレ・ダ
ハ Bhre Dahaが養子にした。
ブレ・パジャン Bhre Pajangは三人の子供があった。ブラ・ヒャン・ウィ
シェーシャ Bhra Hyang wisesa，そのクシャトリア名はラデン・ガガク・サ
リ Raden Gagak Saliといい，ラトゥとしての名はアジ・ウィクラマ Aji Wi-
kramaといい，ブレ・ラスム美女姫と結婚し，息子ブラ・ヒャン・ウカシン
・スカ Bhre Hyang Wekasing sukhaを得た。二番目の子は娘で，ブレ・ラス
ム肥満姫であり，ブラ・ウィーラブーミと結婚した。三番目は娘で，ブレ・
カフリパン Bhre Kahuripanであった。
ブレ・トゥマプル Bhre Tumapelに息子があり，クシャトリヤ名をラデン
・ソトル Raden Sotorといい，コリパンのヒノ hinoであり，その後ダハの
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ヒノ，ついでマジャパヒトのヒノになった。彼に息子ラデン・スミラト
Raden Sumiratがあり，ブレ・カフリパンと結婚し，ブレ・パンダン・サラ
ス Bhre Pandan salasになった。
ついで1284年〔AD 1362〕に盛大なシュラーッダ sraddha儀礼があった。
アパティ・ガジャ・マダは1290年〔1286＝AD 1364の誤〕に死んだ。三年
間後任のアパティは任命されなかった。ガジャ・ウンゴン Gajah enggonが
ようやく1293年にアパティになった。
ブレ・ダハは死去し，アディラグ Adilaguに葬られた。それはダルマとし
てはプールワウィシェーシャ Purwawisesa山という。
ブレ・カフリパンは死去し，パンギ Panggihに葬られた。それはダルマと
してはパーンタラプールワ Pantarapurwa山という。
つぎに，シャカ1298年〔AD 1376〕に新しい山ができた。
つぎに，シャカ1307年〔AD 1385]，ウク wuku〔７曜制の30週]・マダン
シハMadangsihaに，山崩れが起きた。
ブレ・トゥマプルはシューニャーラヤ Sunyalayaで死去した。シャカ1308
年〔AD 1386〕のことであった。ジャパン Japanに葬られ，それはダルマと
してはサルワジュニャープラ Sarwajnapuraという名を与えられた。
ブラ・ヒャン・ウィシェーシャ Bhra Hyang wisesaにはつぎの子供があっ
た。ブレ・トゥマプル Bhre Tumapel，王女ブレ・プラブ・イストリ Bhre
prabhu istri（自ら統治した，マジャパヒト二人目の女王)，女王としての名
はデーウィー・スヒター Dewi Suhita。そして末子の王子，ブレ・トゥマプ
ル・シュリー・クルタウィジャヤ Bhre Tumapel Sri Kertawijaya。
ブレ・パンダン・サラスにはつぎの子供があった。ブレ・コリパン Bhre
Koripan，つまりブラ・ヒャン・パラメーシュワラ Bhra Hyang Parameswara
であり，即位名はアジ・ラトナパンカジャ Aji Ratnapangkajaであり，プラ
ブ・イストリと結婚したが，子供はなかった。ブレ・トゥマプルと結婚した
王女ブレ・ラスム。もう一人の王女ブレ・ダハ，自分と同じく末子のブレ・
トゥマプルと結婚した。
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ブレ・ウィーラブーミにはつぎの子供があった。王子ブレ・パクンバンガ
ン Bhre Pakembangan，狩りをしていて死去した。王女ブレ・マタラム Bhre
Mataramはブラ・ヒャン・ウィシェーシャと結婚した。王女ブレ・ラスムは
ブレ・トゥマプルと結婚した。王女ブレ・マタフン Bhre Matahun。
ブレ・トゥマプルにはつぎの子供があった。ウンクルに居て，ブレ・マタ
フンと結婚した王子。ブレ・パグハン Bhre paguhan。第二夫人の生んだ王
女ブレ・ジャガラガ Bhre Jagaraga，ブレ・パラメーシュワラ Bhre Parame-
swaraと結婚したが子供はなかった。ブレ・タンジュンプラ Bhre Tanjung-
pura，ブレ・パグハンと結婚したが子供はなかった。ブレ・パジャン Bhre
Pajang，同じくブレ・パグハンの妻になったが同じく子供はなかった。
ブレ・クリン Bhre Keling はブレ・クンバン・ジュナル Bhre Kembang
jenarを妻にした。
ブレ・ウンクルの王子はブレ・カバラン Bhre Kabalanである。
ブレ・パグハンはクシャトリヤの妻との間に，王女ブレ・シンハプラ
Bhre Singhapuraを得，王女はブレ・パンダン・サラスと結婚した。
パモタン Pamotanのブレ・パラメーシュワラはシャカ1310年〔AD 1388〕
に死去した。彼はマニャル Manarに葬られた。それはダルマとしてはウィ
シュヌバワナプラWisnubhawanapuraという名前であった。
ブラ・マタフンは死後ティガワンギ Tigawangiに葬られた。それはダルマ
としてはクスマプラ Kusumapuraといった。
パードゥカ・ショーリは死去した。
ブレン・パジャンは死後ウンブル Embulに葬られた。ダルマとしてはギ
リーンドラプラ Girindrapuraといった。
ブレ・パグハンは死去しロ・ブニェアル Lo benealに葬られた。ダルマと
してはパルワティガプラ Parwatigapuraといった。
ブラ・ヒャン・ウカシン・スカはシャカ1311年〔AD 1389〕に死去した。
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ブラ・ヒャン・ウィシェーシャが王（プラブ）になった。
ついでシャカ1317年〔AD 1395〕ウク・プラン・バカト Prang bakatに山
崩れがおこった。
ついでシャカ1320年〔AD 1398〕に二十七年間アパティであったガジャ・
ウンゴンが死去した。ブラ・ヒャン・ウカシン・スカは，ガジャ・マングリ
Gajah manguriがアパティになるべしと言った。
ブラ・ヒャン・ウカシン・スカ，すなわちインドラバワナ Indrabhawana
において死去しタジュン Tajungに葬られた者はシャカ1321年〔AD 1399〕
に死去した。タジュンはパラマスカプラ Paramasukhapuraにあるダルマとも
いった。
ブラ・ヒャン・ウィシェーシャはシャカ1322年〔AD 1400]，隠者になっ
た。
バターラ・イストリが王（プラブ）になった。
ブレ・ラスムはカウィドヤダレーン Kawidyadharenで死去し，パバンガン
Pabanganに葬られた。それはダルマとしてはラクシュミープラ Laksmipura
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ブラ・ヒャン・ウィシェーシャ（第11章）
即位名アジ・ウィクラマ Aji Wikrama
シャカ13111322年〔AD 13891400〕
デーウィー・スヒター（第12章）
即位名バターラ・イストリ Bhatara Istri，ヒャン・ウィシェーシャと
ともに統治
シャカ13221351年〔AD 14001429〕
といった。
ブレ・カフリパンが死去。
ブレ・ラスム肥満姫が死去。
ブレ・パンダン・サラスが死去，ジンガン Jingganに葬られ，それはダル
マとしてはシュリー・ウィシュヌプラ Sri Wisnupuraとよばれた。
ブラ・ヒャン・ウィシェーシャはブレ・ウィーラブーミと確執が生じ，
……
その三年後，戦いが再発した。
双方とも戦闘の準備を整えた。双方ともブレ・トゥマプルとブラ・ヒャン
・パラメーシュワラに訴えた。二人は言った「どちらに加勢したものか｣。
戦闘が始まり，西の王国が敗れ，ブラ・ヒャン・ウィシェーシャが逆境に陥
った。彼は退却し，引退しようとした。このことがブレ・トゥマプルとブラ
・パラメーシュワラに伝えられると，二人は言った「急いで引退させてはな
らない。私が彼の敵に対抗しよう｣。これがブラ・ヒャン・ウィシェーシャ
の気力を回復させた。再び立って，ブレ・トゥマプルとブラ・パラメーシュ
ワラの助勢を得て失地を回復した。東の王国が敗れた。ブレ・ダハはブラ・
ヒャン・ウィシェーシャが連れ出して西に送られた。ブレ・ウィーラブーミ
は夜中に逃亡し，船に乗ったが，ラデン・ガジャ Raden Gajahに追いかけら
れた。ラデン・ガジャはブラ・ナラパティ Bhra Narapatiの名で，ラトゥ・
アンガバヤ ratu angabhayaに葬られた。ブレ・ウィーラブーミは船上に追い
かけられ，殺され，首をはねられ，首はマジャパヒトに運ばれた。彼はシャ
カ1328年〔AD 1406〕にルン Lungに葬られた。それはダルマとしてはゴー
リーシャプラ Gorisapuraといった。同じ年にこの大きな戦いがおこった。
その四年後，シャカ1332年〔AD 1410〕にガジャ・マングリが死んだ。彼
は十二年間パティだった。ガジャ・ルンバナ Gajah lembanaが後をついでパ
ティになった。
ついでシャカ1333年〔AD 1411]，ウク・ジュルン・プジュト Julung pujut
に山崩れがおこった。
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ガジャ・ルンバナはシャカ1335年〔AD 1413〕に死んだ。彼は三年間パテ
ィだった。トゥハン・カナカ Tuhan Kanakaが後をついでパティになった。
ブレ・ダハが死去，ブレ・マタフンが死去，ブレ・マタラムが死去した。
ついでシャカ1338年〔AD 1416]，大きなランタラン lantaran〔通路？〕が
おこった。
そしてシャカ1348年〔AD 1426]，大きな飢饉。
ブレ・トゥマプルはシャカ1349年〔AD 1427〕死去し，ロ・クルプ Lo-
kerepに葬られた。それはダルマとしてはアマラサバー Amarasabhaといっ
た。
ブレ・ウンクルが死去し，スムンカ Sumengkaに葬られた。
ブラ・ヒャン・ウィシェーシャが死去し，ラランゴン Lalangonに葬られ
た。それはダルマとしてはパラマウィシェーシャプラ Paramawisesapuraと
いった。
プラブ〔・イストリ〕は1351年〔AD 1429〕に死去した。
トゥハン・カナカはシャカ1352年〔AD 1430〕に死去。十七年間アパティ
だった。
ブレ・ラスムがジンガン Jingganで死去。
ブレ・パンダン・サラスが死去。
ラデン・ジャグル Raden Jagulu。
ラデン・ガジャがシャカ1355年〔AD 1433]，ブレ・ウィーラブーミの首
をはねたために排斥された。
ブレ・ダハがシャカ1359年〔AD 1437]，王（ラトゥ）になった。
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デーウィー・スヒター（第13章）
単独統治
シャカ13511369〔AD 14291447〕
ウィシュヌバワナWisnubhawanaにおいて死去したブラ・パラメーシュワ
ラ Bhra Parameswaraは，シャカ1368年〔AD 1446〕に死去しシンハジャヤ
Singhajayaに葬られた。
ブレ・クリンが死去し，アパアパ Apaapaに葬られた。
ブラ・プラブ・イストリはシャカ1369年〔AD 1447〕に死去し，同じくシ
ンハジャヤに葬られた。
ついで彼女に代わってブレ・トゥマプルが王（プラブ）になった。
ブレ・パグハン Bhre Paguhanがティドゥンガラティン Tidunggalatingの
者共を排除した。このことがマジャパヒトに伝えられた。
ついで1372年〔AD 1450〕に地震。
ブレ・パグハン，すなわちチャング Cangguで死去した者が，サブヤンタ
ラ Sabyantaraに葬られた。
ブラ・ヒャン Bhra Hyang死去し，プリ Puriに葬られた。
ブレ・ジャガラガが死去した。
ブレ・カバランが死去し，スムンカに葬られた。そこには誰かがすでに葬
られていた。
ブレ・パジャン Bhre Pajangが死去し，ブレ・パグハンと同じくサブヤン
タラに葬られた。
ついでシャカ1373年〔AD 1451]，ウク・クニンガン Kuninganに山崩れが
おこった。
ブラ・プラブがシャカ1373年に死去し，葬られた場所はダルマ・クルタウ
ィジャヤプラ Kertawijayapuraといった。
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ブレ・トゥマプル（第14章）
即位名クルタウィジャヤ Kertawijayaか？
シャカ13691373年〔AD 14471451〕
ブレ・パモタン Bhre Pamotanがカフリパンのクリン Kelingにおいて，シ
ュリー・ラージャサワルダナ Sri Rajasawardhanaの名で王（プラブ）になっ
た。
シナガラ Sinagaraはシャカ1375年〔AD 1453〕に死去し，スパン Sepang
に葬られた。
三年間王（プラブ）不在。
ついでブレ・ウンクル Bhre Wengkerが，ブラ・ヒャン・プールワウィシ
ェーシャの名で，シャカ1378年に王（プラブ）になった。
ついでシャカ1384年〔AD 1462]，ウク・ランドゥプ Landepに山崩れがお
こった。
ブレ・ダハがシャカ1386年〔AD 1464〕に死去した。
マジャパヒト諸王伝
― ―323
ブレ・パモタン（第15章）
即位名ラージャサワルダナ Rajasawardhana
シャカ13731375年〔AD 14511453〕
空位期（第16章）
シャカ13751378年〔AD 14531456〕
ブレ・ウンクル（第17章）
即位名ブラ・ヒャン・プールワウィシェーシャBhra Hyang Purwawisesa
シャカ13781388年〔AD 14561466〕
ブラ・ヒャン・プールワウィシェーシャがシャカ1388年〔AD 1466〕死去
し，プリに葬られた。
ついでブレ・ジャガラガが死去した。
ついでブレ・パンダン・サラスがトゥマプルにおいてシャカ1388年〔AD
1466〕に王（プラブ）になった。彼は二年間王であった。ついで彼はクラト
ン kraton〔王宮〕を去った。
シナガラの子供たちはブレ・コリパン，ブレ・マタラム，ブレ・パモタン
そして末子のブレ・クルタブーミ Bhre Kertabhumiであった。ブレ・クルタ
ブーミは，シャカ1400年〔AD 1478〕にクラトン内で死んだ王の伯父であっ
た。
ついでシャカ1403年〔AD 1481]，ウク・ワトゥ・グヌン Watu-gunungに
火山の爆発がおこった。
奥書
以上が諸王の書である。
シャカ1535年〔AD 1613〕シェラ・プヌク Sela Penek のイッチャサダ
Iccasadaで記された。カロ Karo月黒分第二日，ワリガドヤン Warigadyan，
パヒン・サネーシェアラ Pahing Saneseara（土曜日）に完了した。浅学非才
の手になるゆえ，読者諸賢は誤れる文字に対して，どれほどの数にのぼろう
とも，過不足を正すことを忘れられぬよう。願わくば，長寿あらんことを，
栄えあらんことを，写字生にもまた。
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ブレ・パンダン・サラス（第18章）
シャカ13881390／1400（？）年〔AD 14661468／78〕
